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氏 名 中ノ子智徳

論文題名： Rad51Expression Is a Useful Predictive Factor for the Efficacy 

of Neoadjuvant Chemoradiotherapy in Squamous Cell Carcinoma of the 

Esophagus 

（食道肩平上皮癌に対する術前化学放射線療法における効果予測因子と

しての Rad51発現の有用性）

区分：甲

論文内容の要 旨

背景：肩平上皮食道癌（以下 ESCC:Esophageal Squamous Cell Carcinoma) 

に対する術前化学放射線療法（以下 NACRT:NeoAdjuvant ChemoRadioTherapy) 

において、病理学的完全奏効を得た場合はより治療効果が得られる。また

Rad51発現は多くの癌腫において化学療法や放射線療法の治療効果に影響す

ることが知られているが、食道癌における Rad51の役割は明確でない。

資料と方法：まず、術前治療を行わずに食道切除を行った 89症例（以下、

non-NACRT群： non-NeoAdjuvant Chemo-RadioTherapy）について、切除標本

における Rad51発現状況を調査した。また Rad51発現と臨床病理学的因子の

関連について調査した。つぎに、術前化学放射線療法を予定している 39例

において（以下、 NACRT群： NeoAdjuvant Chemo-RadioTherapy）、術前治療

施行前の食道癌生検標本を用いて Rad51発現状況を調査し、術前化学放射線

療法の奏効度合いと比較することで、術前化学放射線療法感受性へ Rad51発

現が与える影響に関して調査した。

結果： non-NACRT群において、リンパ節転移は Rad51発現陽性例で多く認め

られた（ Rad51陽性例： 58.5% vs Rad51陰性例： 30.6札 P=0.0168）。疾患

特異的死亡率は Rad51陽性例で高率であった（ 5年生存率： 71.8覧 vs 44. 7札

P=0.0261）。 NACRT群において、術前化学放射線療法で完全奏効が得られた

症例は Rad51発現陰性例が多かった（ 68.8% vs 46. 5札 P=0.0171)

結果：食道肩平上皮癌症例において、 Rad51発現はリンパ節転移と予後に影

響する因子である。また、術前治療前の食道肩平上皮癌生検標本において、

Rad51発現状況は術前化学放射親療法の効果予測因子となりうる。


